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Abstract 1 

An abstract is necessary for articles, reviews, and letters. An abstract should be written in 2 

English within 500 words in a single paragraph. Summarize your research concisely 3 

including purpose of study, data and model (if any), results, and conclusions. As a summary 4 

of work done, it is always written in past tense. An abstract should stand on its own, and not 5 

refer to any other part of the paper such as a figure, a table, or a reference. What you report 6 

in an abstract must be consistent with what you reported in the body of paper. Correct 7 

spelling, clarity of sentences and phrases are important. The use of spell-checker or other 8 

tools of word processing software is highly recommended to reduce careless errors. 9 

 10 

Key words: Single paragraph, Within 500 words, Conciseness, No reference, Correct 11 

spelling 12 
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§1. はじめに 14 

 ここから本文です．章の題名は太字にしてください． 1 ページ 30 行程度にして15 

下さい．このテンプレートのマージンは，A4 版用紙設定で左マージン 30 mm，右16 

マージン 30 mm，上マージン 25 mm，下マージン 25 mm です． 17 

 Abstract 以降には必ず行番号をつけてください．本文などには 11 pt. のフォント18 

を使うと読みやすいと思います．句読点は「．」（ピリオド）と「，」（コンマ）を使19 

用してください．数値やアルファベットは半角文字を使用してください．カッコは20 

全角でも半角でも構いませんが，半角カッコの場合には日本語との間に半角スペー21 

スを入れると読みやすくなります． 22 

 23 

§2. 内容 24 

 ここから 2 章です．章が変わる時にはその前に空白行を 1 行入れます． 25 

2.1 図表の引用 26 

 図表を引用するときには，「Fig. 1 で示したように」，「Table 2 で」のように，Fig.27 

と図番号および Table と表番号の間に半角スペースを入れます． 28 

2.2 文献の引用 29 

 本文中での文献の引用は「著者の姓（発表年）」とします．著者の姓は，引用文献30 

の本文が和文のときは和文，欧文のときは欧文で書いてください．共著の文献の引31 

用は，和文で共著者が 2 名の場合は「第一著者・第二著者」，3 名以上の場合は「第32 

一著者・他」，英文の場合はそれぞれ First and Second および First et al.（et al. はイ33 

タリック）のように書きます．文献をカッコ書きで引用する場合はカギカッコ［ ］34 

を使ってください．カギカッコ内での配列は発表年順です（旧細則ではアルファベ35 

ット順でしたが，変更しました）．同一著者が同年に出版した 2 つ以上の論文を引用36 

するときは，発表年の次に a, b, c を付けて区別してください． 37 

 本文中での引用の例は，「赤鬼・青鬼 (2005) によれば」，「Ogata et al. (1995) のよ38 

うに…」，「これらの研究［井合・他（1978），Andrews (1981, 1985)，狐崎・野越（1984）］39 

のように…」，「大森−宇津公式［Utsu (1961)］の c パラメターは」のようになります． 40 

2.3 式 41 

 数式，特に本文中の数式は，なるべく 1 行以上を占めないように書いてください．42 

1 行に入らない場合は，次の行が続きの式だとわかるようにしてください．式を後43 
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に引用する場合は，番号を 44 

      (1) 45 

のように付けます．数式中の変数は本文中でもイタリックで表してください．数式46 

を書く場合には数式エディタの使用をお勧めします． 47 

2.4 単位 48 

 単位は原則として国際単位系（SI）とし，sec. ではなく秒または小文字の s，kine49 

ではなく m/s を使用してください．数値と単位の間には半角スペースを入れてくだ50 

さい． 51 

 52 

§3. まとめ 53 

 論文の内容を簡潔にまとめてください．本文に書かれていない内容が「まとめ」54 

に出てくることがないようにご注意下さい． 55 

 56 

 謝辞 57 

 何何某氏に大変感謝申し上げます．改定稿の場合には査読者にも謝意を表しまし58 

ょう． 59 

 60 
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Table Captions 83 
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Table 1. . Hypocentral data of earthquakes used in this study. 85 

86 

Figure Captions 87 

 88 

Fig. 1. Map of central Tohoku showing the location of earthquake (star) and seismographic 89 

stations (triangles) used in this study. 90 
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Year M D h m Latitude Longitude Depth

2006 4 16 2 46 40.450 141.932 55.3 2.8

2006 4 17 3 0 40.970 142.260 47.5 5.6

2006 5 5 18 5 41.471 141.958 63.7 3.2

2006 5 7 14 41 41.006 141.977 54.0 2.6

2006 6 16 16 14 41.473 142.018 57.7 3.1

2006 7 3 19 50 41.397 141.823 66.1 1.9

2006 7 4 12 56 41.156 141.983 57.5 3.2

2006 7 19 7 53 41.457 142.014 61.8 3.2

2006 7 22 18 0 40.972 142.210 42.9 2.7

2006 7 28 21 39 41.477 142.017 60.4 2.8

2006 8 1 1 53 40.897 142.124 46.4 3.2

2006 10 21 16 25 41.304 142.296 22.4 2.7

2006 10 29 16 32 41.283 141.459 80.9 3.2

2006 12 8 16 20 41.161 142.048 56.6 4.9

2006 12 16 20 42 41.516 141.620 76.6 4.0

Table 1. Hypocentral data of earthquakes used in this study

Date Time Hypocenter
M

地震・他，Table 1 
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地震・他，Fig. 1 
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